
リーマンショックを踏まえて金融機関の健全性をさらに向上させるために、
新たに適用された基準であり、バーゼルⅢにおける総自己資本比率は、従来
の自己資本比率よりも保守的に算出することが求められています。また、従
来のTier1比率よりもさらに資本の範囲を限定した普通株式等Tier1比率に
も最低基準が設けられました。

●バーゼルⅢ基準とは

銀行の健全性を示す最も重要な指標の一つであり、当行のように海外営業
拠点を持つ国際統一基準行に対しては、25年3月期より「バーゼルⅢ基準」が
適用されています。

●自己資本比率とは
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預金等・貸出金ともに20年連続で増加

愛媛県内シェア（除くゆうちょ・農協等）

■ 預金等・
 　貸出金残高の推移
平成29年3月末残高は預貸
金ともに全国の銀行で唯一
20年連続で増加しています。
譲渡性預金を含めた預金等
は、前年度比1,139億円増加
して3月末残高は5兆4,570
億円となりました。
また、貸出金につきましては、
前年度比1,322億円増加し
て3月末残高は4兆433億円
となりました。

■ コア業務純益・経常利益・当期純利益の状況
前年度と比較して減少したものの、当期純利益は高水準
を確保しています。

預金等・貸出金ともに20年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

H9.3末 H29.3末

54,570

40,433

25,000

0

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

（億円）

損益状況は高水準を確保

一般の企業でいう「営業利益」に相当し、一時的な要因に左
右されない銀行の基礎的な収益力をあらわす指標です。
銀行の営業活動によって経常的に発生する収益（経常
収益）から費用（経常費用）を引いたもので毎年生じる
経常的な利益をあらわします。
経常利益から特別損益や税金等を加減算した最終的
な利益をあらわします。

●コア業務純益とは

●経常利益とは

●当期純利益とは

■ 有価証券の評価益（単体）の推移
地銀トップクラスの水準を確保しています。

有価証券の評価益は
地銀トップクラスの水準を確保

H25.3期 H26.3期
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400

（億円）
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コア業務純益 経常利益 当期純利益

370

182

296

435

255

379

H27.3期

445

264

372

H28.3期

381

240

323

H29.3期

330

214

256

有価証券の「時価」が「簿価」を上回っている金額をあらわします。有価証券評
価益があるということは、将来のリスクに対する経営体力があるといえます。

●有価証券の評価益とは

■ 自己資本比率（連結）の推移
連結総自己資本比率（国際統一基準）は、14.58％となり、
バーゼルⅢの最低基準である9.25％を大きくクリアして
います。

自己資本比率は
バーゼルⅢの最低基準を大きくクリア
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有価証券評価益 日経平均株価

1,756

H25.3末 H26.3末

500

14,827

1,830

H27.3末 H28.3末 H29.3末

19,206

2,617

16,758

2,177

18,909

2,184

総自己資本比率 普通株式等 Tier1 比率

総自己資本比率の最低基準
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H25.3末 H26.3末 H27.3末 H28.3末 H29.3末

14.04

15.42
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14.58

預金等残高 貸出金残高

預金、貸出金ともに高いシェアを確保しています。

（平成29年3月末現在）

預金 貸出金

当行
53.0％

当行以外の
地銀
6.6％

都銀・信託
6.0％

第二地銀
22.7％

信金
11.7％

当行
37.7％

当行以外の地銀
17.3％

都銀・信託
12.4％

第二地銀
25.2％

信金
7.4％
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■ 株式時価総額

■ 格付

上場企業の価値を表す指標の1つで、発行済株式数に、その時点の株価を掛けて算出します。
●株式時価総額とは ※株価や発行済株式数などに基づいて作成しております。　（平成29年3月末現在）

株式時価総額 地方銀行数

1千億円未満

1千億円以上
2千億円未満

2千億円以上
3千億円未満

3千億円以上

当 行

23行

18行

4行

11行

11行

8行

8行

4行

日本格付研究所〈JCR〉による発行体格付情報 

※格付会社が公表する都市銀行・地方銀行・第二地方銀行（持株会社を除く）の格付をもとに作成しております。　（平成29年5月末現在）

格付 銀行数

AA

AA－

A＋

A－

BBB＋

BBB

BBB－

A

「債務履行の確実性は非常に高い」

当 行

5行

12行

22行

7行

格付機関から高い評価を受けております

株式時価総額は地銀上位グループに位置しております

株主さまご優待制度
s t o c k h o l d e r s  s p e c i a l  b e n e fi t  p l a n

愛媛県の特産品を集めたカタログからお好みの商品をお選びいただけます。
愛媛県特産品

5,000円相当の商品
TSUBASA金融システム高度化アライアンス（TSUBASAアライアンス）に参加する地方銀行
4行（千葉銀行、東邦銀行、第四銀行、中国銀行）の地元特産品を集めたカタログからお好み
の商品をお選びいただけます。

※TSUBASA金融システム高度化アライアンス（TSUBASAアライアンス）
フィンテックをはじめ先進的なＩＴ技術を調査・研究するために発足した枠組みで、現在、当行、千葉銀行、第四銀行、中国銀行、東邦銀行、北洋銀行の６行が加盟しています。加盟
行は、人材交流やお客さまの海外進出支援などにも連携分野を広げています。

TSUBASAアライアンス※共同企画特産品

1,000株 以上5,000株 未満

10,000円相当の商品
5,000株 以上

株主さまご優待クーポンを10枚
株主さまだけの上乗せ利率を適用した
定期預金です。

株主さまご優待定期預金 1,000株 以上5,000株 未満

株主さまご優待クーポンを20枚

5,000株 以上

１年のみ預入期間
スーパー定期1年物の店頭表示利率＋年0.50％適用利率 国内全営業店（ローンプラザ松山支店を除く）取扱店舗

株主さまご優待クーポン１枚につき１０万円まで預入金額

一千株以上
五千株未満
お持ちの株主さま用

五千株以上
お持ちの株主さま用

日頃のご愛顧に感謝の心をこめて

❷1,000株以上保有の株主さま
❶100株以上1,000株未満保有の株主さま … 優待品（今治タオル）を送付

100株以上保有の株主さま※を対象に、株主さまご優待制度を実施しております。

以下より、いずれかをお選びいただけます。

※毎年3月31日現在の株主名簿に記載または記録された100株（1単元）以上保有の株主さま

5,000円の寄付

「日本赤十字社」へ寄付いたします。
（注1） 当行が株主さまに代わり、「日本赤十字社」に寄付

を行うものですので、株主さまから現金をお振込み
いただくものではございません。

（注2） 寄付は当行が行いますので、株主さまへの領収書
の発行はいたしかねます。

寄 付

1,000株 以上5,000株 未満

10,000円の寄付
5,000株 以上
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